
 

＜沿岸資源管理サブプロジェクト＞ 
第１章 中間レビュー調査の概要      
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 
フィリピン国(以下「フィ」国)では、1991 年に制定された地方自治法の下、住民への基本

的な公共サービスの提供義務が地方自治体（LGU）に移管された。しかし、それから 15 年以

上経た現在でも、多くの LGU は財政面・人材面の困難から移譲された事業を効果的に実施で

きていない現状がある。このような状況下で、近隣地域共通の課題に対処し、資源や技術を

プールし、各 LGU 単体では対応困難な業務を効果的に実施するための近隣自治体の連合体

（LGU クラスター）が各地で形成されている。 

本プロジェクトの実施機関であるメトロ・イロイロ-ギマラス経済開発評議会（MIGEDC）と

バナテ湾資源管理評議会（BBRMCI）も、MIGEDC がイロイロ市と周辺５町及びギマラス州から

構成する都市開発における課題解決のためのクラスター、BBRMCI がバナテ湾周辺の４町で構

成する農漁村開発の課題解決のためのクラスターであり、それぞれにメンバーLGU の拠出金

により関係機関と調整するための事務局を設置し、LGU 間共通の課題に対する調整や技術支

援を行っている。 

プロジェクト対象地であるイロイロ州は、フィリピン中部パナイ島に位置し、イロイロ州

に２市 42 町を擁する。都市地域と沿岸部を含む農山漁村地域に大別され、セブに次ぐヴィサ

ヤ地域の政治・経済の中心地として急成長中のイロイロ市を有する一方、周辺のヴィサヤ海

は有数の漁業地域である。しかし、都市化が進むにつれ、幹線道路網や地方道路が総合的な

計画無しに整備される一方で、地域的な交通管理計画の遅れが目立つようになってきており、

都市及び周辺地域の総合的な発展に支障をきたしている。一方、農山漁村地域では、マング

ローブ林やさんご礁の破壊を伴う沿岸環境破壊や違法漁業が多発し、環境問題が深刻化する

と共に、農漁村資源の減少に伴う住民の収入減少が顕在化してきている。 

本プロジェクトは、LGU クラスター活動を通した地域活性化の試みとして、また、それぞ

れの地域の LGU 協働による開発や環境事業計画などの立案、実施、及び運営指導のノウハウ

を確立するため、メトロ・イロイロ地域とバナテ湾沿岸地域の 2 つの LGU クラスターを実施

機関として、各クラスター事務局機能の向上と各メンバーLGU 関係職員の技術能力向上を図

るために実施するものである。 

また、本プロジェクトでは、1つのプロジェクトの下、MIGEDC における「都市交通管理改

善」・BBRMCI における「沿岸資源管理」のそれぞれの課題解決のための LGU クラスター開発

のサブプロジェクトを実施している。 

本調査団は、プロジェクト協力期間の中間地点を迎えて、これまでの活動と成果の実績を

確認し、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）に基づき評価を

行い、今後の活動の方向性について関係者の合意形成を図るため、以下の方針を以って中間

レビューを実施した。 

4) 活動計画に基づき、プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度を調査・確認し、

問題点を整理する。 

5) 評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点から、プロ

ジェクトの中間レビューを行い、プロジェクト・チームおよび関係機関に対して提言

を行い、今後の活動計画の方向性について協議する。 

6) 本調査の協議結果を双方の合意事項としてミニッツおよび中間レビュー報告書に取り

まとめる。 
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１－２ 調査団の構成 

 

担当分野 名前 

総括 岩上 憲三（JICA フィリピン事務所 次長） 

沿岸資源管理 山尾 政博（広島大学大学院生物圏科学研究科 教授） 

地方行政/協力企画 笠井久美子（JICA フィリピン事務所 企画調査員） 

評価分析 佐久間美穂（財団法人国際開発センター） 

 

１－３ 調査日程 

 別添資料参照。 

 
１－４ 主要面談者 

・JICA プロジェクト・チーム 

総括/地方行政 宇田川 和夫 

IT・広報/業務調整 井 上  真 

  

・BBRMCI 事務局（カウンターパート） 

事務局長 Mary Lou Larroza 

スタッフ Deogracias Calmorin 

 Rudy Villaroel 

 Ma. Auxilladora Perocho 

 Ma. Yolanda Aberde 

 Roselle Bactung 

 Jose Tamudtamud 

 Rodorigo Bayona 
 Nieva Evangelista 
  
・バナテ町  
町長 Carlos Cabangal 

町開発計画調整課長 Elsia Boglosa 

  

・バロタック・ビエホ町  

町長 Raul Tupas 

町開発計画調整課長 Lydia Barrido 

町議会議員 6 名 

  

・アニラオ町  

町長 Teresa Debuque 

町議会議員 6 名 

  

・バロタック・ヌエボ町  

町農業課職員(元 BBRMCI スタッフ) Jane Ruth Martinez 

  

・イロイロ州政府  

州知事 Niel Tupas 

州開発計画調整局長 Mario N. Nillos 

・沿岸バランガイ住民 
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バロタック・ビエホ町の 3 バランガイ（男女計 73 名）、バロタック・ヌエボ町の 2 バラン

ガイ（男女計 39 名）、バナテ町の 3 バランガイ（男女 55 名）、アニラオ町の 2 バランガイ（男

女計 41 名）で、バランガイごとにフォーカス・グループ・ディスカッションを行った。 

 

１－５ 調査の手順と調査項目 

本評価調査では、日本側調査団がプロジェクト・サイクル・マネジメント手法に基づき、

妥当性、効率性を現状と実績に基づいて検証した。また、有効性、インパクト、自立発展性

についても活動状況や実績に基づき、可能な範囲で検討した。 

 

１－５－１ 調査の手順 

(4) 資料レビュー、評価グリッドの作成 

 国内準備期間中に、事前評価調査報告書、インセプション・レポート、プロジェクト進捗

レポート、プロジェクトが作成した参考資料等をレビューして現地での調査項目及び情報収

集方法を検討し、評価デザインとして評価グリッド（英文）を作成した。 

 

(5) 質問票の作成・回収 

 現地調査に先立ち、評価分析団員が評価グリッドを基に、C/P や専門家チームなど関係者

に対する質問票を作成し、現地調査時（或いは、事前に書面で）回答を回収し、分析を行っ

た。また、対処方針案で挙げられた調査ポイントに沿って、対面用の質問案を作成した。 

 

(6) プロジェクト関係者との面談、聞き取り調査、現地視察 

 上記質問票調査を補う形で、現地にて C/P や専門家チーム、BBRMCI メンバーLGU の首長や

地方議会議員、開発計画調整課及び農業課職員、イロイロ州政府職員など関係者に対する聞

き取り調査を行った。また、BBRMCI メンバーLGU の沿岸コミュニティを訪問してフォーカス

グループ・ディスカッションを実施し、人工漁礁の設置サイト等を視察した。 

 

(4) プロジェクト関係者への調査結果報告 

 評価調査結果を調査団内で詳細に検討し、評価調査報告書(英文)として取り纏めた。2009

年 2 月 25 日、中間レビュー結果共有会を開催し、C/P 及び JICA 専門家ら関係者にレビュー

結果を報告した。また、2 月 26 日、調査団とイロイロ州政府との間でミニッツの署名・交

換を行った。 

 

１－５－２ 調査項目 

(1) 実績の確認 

 投入実績、成果の達成度、プロジェクト目標の達成見込みを確認した。 

 

(2) 実施プロセスの確認 

プロジェクト活動の進捗、モニタリング状況、プロジェクト関係者間の協力関係、外部条

件の影響等を確認した。 
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(3) 5 項目評価 

項目 視点 

妥当性 

（relevance） 

プロジェクトの計画内容は受益者のニーズと合致しており必要性

が高いか、相手国の開発政策および日本の援助政策と整合性があり

高い優先度が認められるか、また、対象分野・セクターの問題や課

題の解決策として適切かなどを問う。 

有効性

（effectiveness） 

プロジェクトで計画した効果（プロジェクト目標）は達成されてい

るか、また、それはプロジェクトの活動の結果もたらされたものか

などを問う。  

効率性 

（Efficiency） 

アウトプットもしくはプロジェクト目標について、より低いコスト

で達成する代替手段はなかったか、あるいは同じコストでより高い

達成度を実現することはできなかったか、また、投入はタイミング

よく実施されたかなどを問う。  

インパクト 

（Impact） 

プロジェクトで計画した長期的・間接的な効果（上位目標）は達成

されているか、予期していなかった社会経済的な正・負のインパク

ト（波及効果）はあるかなどを問う。  

自立発展性

（Sustainability） 

プロジェクトが目指していた効果（プロジェクト目標、上位目標）

は協力終了後も持続するかについて、技術・組織・財務などの視点

から問う。  

 

(4) 促進・阻害要因の抽出 

 収集したデータを分析し、プロジェクト実績の貢献・阻害要因を抽出した。 

 

(5) 提言 

評価結果を踏まえ、プロジェクトの改善に向けた提言を行った。 
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第２章 プロジェクトの概要      
２－１ プロジェクトの基本情報  

案件名：   イロイロ州地域活性化・LGU クラスター開発プロジェクト、沿岸資源管理サ

ブプロジェクト 

援助形態：  技術協力プロジェクト（業務実施契約型） 

所轄部署：  フィリピン事務所 

先方関係機関：バナテ湾資源管理評議会 (BBRMCI：Banate Bay Resource Management Council, 

Inc. ) 

協力期間：  3 年間（2007.10～2010.10） 

 

２－２ 本プロジェクトのデザイン 
上位目標 

イロイロ州において、持続的な沿岸資源管理のための LGU クラスターが機能する。 

 

プロジェクト目標 

イロイロ州バナテ湾・バロタック湾地域における LGU の連携による沿岸資源管理システムが

強化される。 

 

成果 

1) 包括的沿岸資源管理システムの基盤が強化される。 

2) 研修と普及活動により BBRMCI と関係機関の能力が強化される。 

3) 沿岸資源管理活動が強化される。 

4) 沿岸資源の持続的利用と資源保全活動が奨励される。 

 

活動  

成果 1:  

1-1.1 沿岸環境調査を実施する。 

1-1.2 沿岸資源利用状況調査を実施する。 

1-1.3 BFARMC と共同で環境モニタリングを実施する。 

1-1.4 BFARMC と共同で水揚げ量データを収集する。 

1-2 BBRMCI データベースを作成する。 

1-3 BBRMCI マスタープランを見直す。 

1-4.1 バナテ湾及びバロタック湾の包括的沿岸資源管理計画を策定する。 

1-4.2 BBRMCI の活動に沿った沿岸資源管理オペレーション・マニュアルを策定する。 

 

成果 2: 

2-1 BBRMCI と LGU を対象にしたプロジェクト計画策定・管理に関する TOT （トレーナー

養成研修）を計画し、実施する。 

2-2 LGU とバランガイを対象にしたプロジェクト計画と資源管理に関する研修を計画し、

実施する。 
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成果 3: 

 3-1.1 現行の違法漁業取締まり活動を見直す。 

3-1.2 定期的なパトロール及び取締り活動を実施する。 

3-2.1 現行の沿岸資源管理活動を見直す。 

3-2.2 BFARMAC と共同で沿岸資源管活動を実施する。 

3-3.1 沿岸資源増殖・管理活動サイトの選定基準を設定し、サイトを選定する。 

3-3.2 上記沿岸資源管理活動を実施する。 

3-3.3 上記活動のモニタリング・評価を実施する。 

3-4  破壊的な漁業を減少させるため、適切な漁具及び養殖技術の見直しを行う。 

 

成果 4: 

 4-1.1 PR 活動担当の職員が配置される。 

4-1.2 BBRMCI のウェブサイトが作成され公開される。 

4-2 ニュースレターが発行・配布される。 

4-3 沿岸資源管理情報に関するポスターが作成・配布される。 

4-4.1 州内の参加者を対象にした沿岸資源管理ワークショップを企画する。 

4-4.2 上記ワークショップを通じて BBRMCI の活動の教訓と成功事例を他の沿岸 LGU と共

有する。 

 

２－３ PDMについて       
本プロジェクトでは、プロジェクト開始後に事前評価調査時に作成された PDM（Ver.0）の

見直しを行い、PDM 修正案は 2008 年 3 月の JCC で承認された。主な修正点は、指標の変更と

活動内容の詳細化（詳細については、第 1年次業務完了報告書（2008 年 3 月）参照）。以後、

中間レビュー実施まで、本プロジェクトは PDM（Ver.1）に基づいて実施されてきた。 

以上の経緯から、本調査では、PDM（Ver.1）を PDMe として利用し、プロジェクト・チーム

が指標のさらなる改善を希望していることを念頭においてレビューを行った。 
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第３章 プロジェクトの実績・実施プロセス     
３－１ プロジェクトの実績 
３－１－１ 投入実績 

(1) 日本側投入 

1) 専門家 

計 5 名の日本人専門家が派遣され、BBRMCI スタッフおよび LGU 職員の能力開発にかか

る技術支援を行った。 

 名前 担当業務 派遣期間 

1 宇田川 和夫 総括/地方行政 2007 年 10 月 07 日～2007 年 11 月 07 日 

2008 年 02 月 28 日～2008 年 03 月 08 日 

2008 年 08 月 14 日～2008 年 09 月 12 日 

2008 年 10 月 08 日～2008 年 11 月 12 日 

2009 年 02 月 15 日～2009 年 02 月 28 日 

2 多田 盛弘 コミュニティ沿岸資源

管理（参加型資源管理） 

2007 年 10 月 19 日～2007 年 11 月 17 日 

2008 年 02 月 03 日～2008 年 03 月 03 日 

2008 年 05 月 18 日～2008 年 06 月 11 日 

2008 年 07 月 17 日～2008 年 08 月 15 日 

2009 年 01 月 09 日～2009 年 02 月 07 日 

3 井上  真 IT・広報/業務調整 2007 年 11 月 10 日～2007 年 12 月 09 日 

2008 年 02 月 15 日～2008 年 03 月 15 日 

2008 年 05 月 11 日～2008 年 06 月 09 日 

2008 年 11 月 09 日～2008 年 12 月 08 日 

2009 年 02 月 04 日～2009 年 03 月 05 日 

4 寺島 裕晃 

 

コミュニティ沿岸資源

管理（人工漁礁） 

2008 年 07 月 13 日～2008 年 08 月 01 日 

5 岡本 一宏 コミュニティ 

ファシリテーション 

2008 年 09 月 02 日～2008 年 09 月 11 日 

 

2) 活動費 

経常費は、プロジェクト活動費として使われた。研修センターの建設及び調査用ボートの

建造は、初年度に地元の建設・造船業者に再委託された。 

（単位：日本円） 

 項目 2007 年度 2008 年度 計 

1 経常費 7,469,000 8,095,000 15,564,000 

2 研修センターの建設 4,327,000  4,327,000 

3 調査用ボートの建造  1,177,000 1,177,000 

4 研修  354,000 354,000 

 合計 11,796,000 9,626,000 21,422,000 

 

3) ローカル・スタッフ及びローカル・コンサルタント 

  本プロジェクトでは、日本人専門家の現地滞在期間が比較的短い。このため、日本人専門

家の不在を補う目的でリサーチ・アシスタント1名が雇用され、活動進捗とコミュニケーシ

ョンの円滑化を図った。また、各種調査の実施及び研修やセミナー開催時の講師としてロ

ーカル・コンサルタントが雇用された。ローカル・コンサルタントの雇用詳細は、下表の

とおり。 
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2007年度 

業務内容 所属機関 名前 

海洋調査  Dr. Rex BALENA 

マングローブ調査 環境天然資源省（DENR） Fuentes DAMASO 

海草調査 イロイロ水産大学（ISCOF） Melanie D.GARCIA 

沿岸資源利用状況調査 フィリピン大学ヴィサヤ校

(UPV) 

Dr. Melina ANDALECIA and her 

survey team 

 

2008年度 

業務内容 所属機関 名前 

参加型沿岸資源調査 ISCOF Elvira DELGADO 

Glen CATOTO 

食品加工ワークショップ講師 ISCOF Rosalinda PARRENO 

カキ養殖ワークショップ講師 ISCOF Gildo BAYOGOS 

 

環境モニタリング評価講師 コミュニティ環境天然資源事務

所（CENRO） 

Prejeline SOLDEVILLA 

マングローブ・モニタリグ・ワ

ークショップ講師 

DENR Vilma LIMATES 

法執行ワークショップ講師 BFAR Edwin JAVIER 

 

4) 機材供与 

BBRMCI に供与した機材及び設備のリストは、別添参照。 

 

5) 日本研修 

イロイロ州政府農業局より BBRMCI に出向中のカウンターパート 1 名が日本研修に参加し

た。 

分野 漁村コミュニティ開発計画 

期間 2008 年 7 月 13 日-2008 年 10 月 1 日 

受講者 Deogracias Calmorin 

所属機関 Aquaculturist II, Provincial Agricultural Office 

 

(2) フィリピン側 

1) C/P の配置 

2009 年 2 月現在、9 名（BBRMCI 事務局長 1 名。アニラオ町職員 2 名、バロタック・ビ

エホ町職員 1 名、イロイロ州政府職員 4名、国家警察海上保安グループ職員 1名）が本

プロジェクトのカウンターパートとして配置されている。バナテ町からは職員 1名が出

向していたが、同職員がイロイロ州政府農業局に移籍（現在は州から BBRMCI に出向中）

したため、中間レビュー時点では空席になっていた。また、バロタック・ヌエボ町は、

2008年末にBBRMCIに出向させていた職員1名を町農業課に引き上げたまま補充してい

ない。 
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名前 担当業務 役職 雇用形態 期間 

Mary Lou 

Larroza 

沿岸資源管理 事務局長 契約（任

期付き、

更新可） 

2007 年 09 月 01 日 

～現在 

Ma.Auxilladora 

Perocho 

組織・制度開発 組織・制度開発ユニ

ット・リーダー 

常雇い 2007 年 09 月 01 日 

～現在 

Ma.Yolanda 

Aberde 

マングローブ/土

地利用 

マングローブ/土地

利用ユニット・リー

ダー 

常雇い 2007 年 09 月 01 日 

～現在 

Roselle 

Bactung 

調査/データ集積 調査/データ集積ユ

ニット・メンバー 

臨時雇い 2007 年 09 月 01 日 

～現在 

Jose 

Tamudtamud 

法執行 法執行ユニット・リ

ーダー 

臨時雇い 2008 年 03 月 01 日 

～現在 

Nieva 

Evangelista 

コミュニティ・フ

ァシリテーショ

ン 

管理スタッフ 臨時雇い 2008 年 11 月 01 日 

～現在 

Deogracias 

Calmorin 

養殖/人工漁礁 水産養殖専門家 常雇い 2008 年 10 月 15 日 

～現在 

Rudy Villaruel 生計向上 水産養殖専門家 常雇い 2007 年 09 月 01 日 

～現在 

Rodorigo 

Bayona 

法執行 国家警察海上保安

グループ 

臨時雇い 2007 年 09 月 01 日 

～現在 

 

2) プロジェクト運営費 

BBRMCI の各年度予算の主な出所は、BBRMCI の構成 LGU からの分担金拠出及びイロイロ州

政府からの予算補助である。 

（単位：フィリピンペソ） 

項目 2007 年度 2008 年度 合計 

BBRMCI 予算 815,000 881,000 1,696,000 

 

３－１－２ 活動実績 

 中間レビュー時点での活動進捗状況は次の通り。 

 

成果 1のための活動:  

1-1.1 沿岸環境調査を実施する。 

第 1年次に海洋調査及び潜水資源調査が実施された調査結果は沿岸環境・沿岸資源利用状

況調査報告書にまとめられた。同報告書は 2008 年 8 月に出版された。 

 

1-1.2 沿岸資源利用状況調査を実施する。 

参加型沿岸資源評価ワークショップ (PCRA)が対象 4 町の全ての沿岸バランガイ（31）で

実施された。これらの結果は、沿岸バランガイ PCRA 報告書およびバランガイ・プロファ

イル報告書としてまとめられ、2008 年 8 月に出版された。沿岸資源利用状況調査の結果

は、沿岸環境・沿岸資源利用状況調査報告書にまとめられた。 

 

1-1.3 BFARMC(漁民組織)と共同で環境モニタリングを実施する。 

モニタリング体制が、調査結果を踏まえて沿岸環境調査報告書にまとめられた。海洋調査
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には、BFARMC のボランティアも数名参加した。 

 

1-1.4 BFARMC(漁民組織)と共同で水揚げ量データを収集する。 

各町、それぞれ１バランガイにおいて、BFARMC の協力を得て漁獲水揚げ量データを収集

している。これらのデータは、BBRMCI のデータベース（エクセル・フォーマット）に毎

月記録されている。 

 

1-2 BBRMCI データベースを作成する。 

データベースのプロトタイプはマイクロソフト・アクセスのフォーマットで、日本人専門

家がデザインした。集められたバランガイ・プロファイル、漁民登録、漁船登録等のデー

タは、BBRMCI 職員により入力されている。 

 

1-3 BBRMCI マスタープランを見直す。 

まず、マスタープラン見直しのためのワークショップを BBRMCI と日本人専門家との間で

行い、現状の問題点と今後の課題を共有した。また、BBRMCI 職員、LGU 職員、TWG メンバ

ーを対象とした組織分析ワークショップを 2008 年 9 月に開催し、それぞれの役割を見直

し、今後のマスタープラン作成のための組織分析結果を共有した。これらの活動を出発点

とし、プロジェクト期間後半も活動を継続していく予定。 

 

1-4.1 バナテ湾及びバロタック湾の包括的沿岸資源管理計画を策定する。 

活動 1-3 で開かれた組織分析ワークショップにおいて共同沿岸資源管理計画の必要性が

議論された。 

 

1-4.2 BBRMCI の活動に沿った沿岸資源管理オペレーション・マニュアルを策定する。 

BBRMCI の各活動ユニットのオペレーション・マニュアルは、ローカル・コンサルタント

により 2009 年中に準備され、印刷される予定である。マニュアルの内容は、プロジェク

ト後半実施予定の沿岸資源管理研修を通じて固めていく。中間レビューの時点では、

BBRMCI 職員とローカル・コンサルタントの協働により、マングローブ評価活動マニュア

ルのドラフトのみが完成していた。 

 

成果 2のための活動: 

2-1 BBRMCI と LGU を対象にしたプロジェクト計画策定・管理に関する TOT （トレーナー

養成研修）を計画し、実施する。 

  2008 年 9 月に、組織分析ワークショップおよび PCM ワークショップが 4 日間にわたり実

施された。また、BBRMCI と LGU 職員を対象とする、法制度（違法漁業取締り等）、マング

ローブ管理など、一連の沿岸資源管理研修が 2008 年 12 月から 2009 年 2 月の間に実施さ

れた。 

   

2-2 LGU とバランガイを対象にしたプロジェクト計画と資源管理に関する研修を計画し、

実施する。 

  BBRMCI 職員およびローカル・コンサルタントが、対象 4 町において、バランガイのニー

ズに基づいた沿岸資源管理のための PCM ワークショップを実施した。 
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成果 3のための活動: 

3-1.1 現行の違法漁業取締まり活動を見直す。 

BBRMCI やローカル・タスクフォース、コミュニティを対象として、法制度と違法漁業の

問題分析ワークショップが実施された。また、監視活動アシスタントの養成を目的として、

BFARMC のスタッフを対象とする違法漁業取締りワークショップを実施した。 

 

3-1.2 定期的なパトロール及び取締り活動を実施する。 

  調査用ボートが調達され、沿岸資源のモニタリングだけでなく、違法漁業の監視活動にも

定期的に活用されている。 

 

3-2.1 現行の沿岸資源管理活動を見直す。 

  沿岸環境調査の結果、現行の海洋資源保護地域（MPA）システム改定の必要性、特に管理

体制の再構築が必要と提言された。また、これに関連して MPA の問題分析ワークショップ

が実施された。 

 

3-2.2 BFARMC と共同で沿岸資源管活動を実施する。 

  調査用ボートを使った違法漁業の監視活動が週 3回実施されている。中間レビュー時点で

は、BFARMC の協力により一般漁民の一部が監視活動への参加を考慮し始めていた。 

  

3-3.1 沿岸資源増殖・管理活動サイトの選定基準を設定し、サイトを選定する。 

JICA 専門家チームと BBRMCI は、次の通り、パイロット・プロジェクトのサイト選定基準

を決定した。 

 

前提条件： 

1. 要請がコミュニティ側から出されていること。LGU が当該パイロット・プロジェクト

の実施に同意していること。 

2. パイロット・プロジェクトに適用される技術が、既にフィールドで試されており、対

象地域で簡便に入手できること。 

3. 効果が 1 年で検証できるもの。 

4. しっかりした住民組織が存在し、責任を持ってパイロット・プロジェクトを遂行する

意思を持っていること。 

5. 予算は、4町に均等に配分される。 

 

選定基準： 

1. 長期的な沿岸資源の増殖に資する、町単位の活動であること。各町から 1つの沿岸資

源管理パイロット・プロジェクトを選ぶ。 

2. バランガイ・レベルの沿岸資源管理活動に参加している漁民世帯の生計支援に資する

漁業に関連した生計向上活動であること。町ごとに 2 つの生計向上パイロット・プロ

ジェクトを選ぶ。 

3. 他のコミュニティでも実施可能性が高いと考えられる活動内容であること。 
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  JICA プロジェクト・チームは、上記の基準に基づき、中間レビュー時点でバナテ町及び

バロタック・ビエホ町における人工漁礁(AR)プロジェクトのサイトを選定済み。引き続き、

残りのサイトも選定していく予定である。 

 

3-3.2 上記沿岸資源管理活動を実施する。 

バナテ町及びバロタック・ビエホ町にて、AR プロジェクトが開始された。中間レビュー

時点では、AR は一部設置されていたが、設置作業は継続中であった。 

 

3-3.3 上記活動のモニタリング・評価を実施する。 

人工漁礁の運営管理及びモニタリングのためのワークショップが2009年2月に実施され、

中間レビュー時点では、AR 運営管理計画を策定中であった。  

 

3-4 破壊的な漁業を減少させるため、適切な漁具及び養殖技術の見直しを行う。 

  活動 3-3.3 で開催された人工漁礁の運営管理及びモニタリングのためのワークショップ

において、手釣り漁法が AR 周辺での漁に適していることを説明した。また、同ワークシ

ョップの参加者に、資源管理に適切かつ合法な漁具のリストを配布した。 

 

成果 4のための活動: 

4-1.1 PR 活動担当の職員が配置される。 

  PR 活動担当職員の配置が必要なことは BBRMCI 職員も理解しているが、人員不足のため、

中間レビュー時点では未配置であった。 

 

4-1.2 BBRMCI のウェブサイトが作成され公開される。 

  BBRMCI のウェブサイトは、日本人専門家により、各 LGU 及びイロイロ州政府のサイトに

リンクできる 状態まで準備済み。JICA内部での調整が完了次第、公開される予定である。 

   

4-2 ニュースレターが発行・配布される。 

  ニュースレター(第 1-3 号)が発行され、関係諸機関に配布された。 

 

4-3 沿岸資源管理情報に関するポスターが作成・配布される。 

3 種類のパンフレット（すべて英文）とポスター（イロンゴ語版 1タイプ、英語版 2タイ

プ、各 1000 部ずつ）が作成された。パンフレットの１つはイロンゴ語に翻訳され、印刷

中であった。 

 

4-4.1 州内の参加者を対象にした沿岸資源管理ワークショップを企画する。 

州レベルでのワークショップは、プロジェクトの終了前に開催の予定である。プロジェク

ト・チームは、州外からも沿岸資源管理関係者を招待することを考えている。 

 

上記ワークショップ以外に、2009 年 2 月 26 日、ステークホールダー集会兼第 13 回 BBRMCI

設立記念大会が開催された。プログラムには、BBRMCI の設立経緯や活動紹介、沿岸資源管

理セミナー（パナイ島内の沿岸資源管理の成功事例紹介、沿岸資源管理専門家による講義

など）も含まれており、対象 4 町在住の地元漁民のほか、州知事をはじめとする地方政治
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家や報道関係者等、約 300 名が参加した。 

 

4-4.2 上記ワークショップを通じて BBRMCI の活動の教訓と成功事例を他の沿岸 LGU と共

有する。 

上記ワークショップ準備にかかる活動は、プロジェクトの後半で実施予定。 

 

３－１－３ 成果の達成状況 

中間レビュー時点での成果の達成状況は次の通り。 

 

成果 1 包括的沿岸資源管理システムの基盤が強化される。 

指標 1-1 包括的資源管理計画策定のために必要なデータと情報が収集さ

れる。 

1-2 上記データが BBRMCI のデータベースに取りまとめられ、州政府

及び LGU と共有される。 

1-3 BBRMCI のマスタープランが見直され、改訂される。 

1-4 バナテ・バロタック湾域の包括的沿岸資源管理計画と資源管理活

動マニュアルが策定される。 

 

成果 1は、中間レビュー時点で部分的に達成されている。指標 1-1 は概ね達成されている

が、指標 1-2、1-3、1-4 についてはプロジェクト後半でのさらなる努力が期待される。 

 

第 1 年次には、まず、海洋調査、マングローブ林調査、海草調査、サンゴ礁調査などを含

む沿岸環境調査が実施された。また、8つの沿岸バランガイにおいて沿岸資源利用状況調

査が行われ、沿岸資源の現状と利用状況及び沿岸コミュニティの社会経済的特徴に関する

情報が収集された。これら 2つの調査の結果は沿岸環境・資源利用調査報告書に一括され、

2008 年 8 月に出版された。同報告書には BBRMCI のマスタープラン見直しや包括的沿岸資

源管理計画の改訂に必要な各種データが取り纏められている。これら調査により沿岸環境

の現状把握に有用な指標が明らかになり、沿岸コミュニティの社会経済的特徴が明確にな

った点は高く評価できる。  

 

また、対象 4 町の全ての沿岸バランガイ（31）にて参加型沿岸資源調査（PCRA）が実施さ

れ、沿岸部住民および漁民の沿岸資源管理に対する意識が高められたのも、大きな成果で

あった。この調査の結果は、沿岸バランガイ PCRA 報告書とバランガイ・プロファイル報

告書にまとめられた。 

 

しかし、これら調査結果のデータ入力と分析、及びコミュニティへのフィードバックは、

中間レビューの時点ではまだ十分実施されていなかった。この点がプロジェクト後半での

課題となろう。また、BBRMCI マスタープランの見直しと包括的沿岸資源管理計画の改訂

についても、調査の結果に基づき、プロジェクトの後半で検討される予定である。 

 

指標 1-4 に関連し、調査団は、できるだけ早くオペレーション・マニュアルの準備を始め

るようプロジェクト・チームに提言する。BBRMCI は既に 10 数年の沿岸資源管理活動経験

を有し、様々な分野の蓄積をもっている。今後、広域の資源管理行政をイロイロ州内外で
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一般化させていくためには、それらの業務マニュアル化が不可欠と考えられる。BBRMCI が

10 数年にわたって蓄積してきた力を 大限に引き出して，成功体験として普及していくこ

とが、本プロジェクト後半の活動として求められている。 

 

成果 2 研修と普及活動により BBRMCI と関係機関の能力が強化される。 

指標 2-1 BBRMCI と LGU スタッフが BFARMC とコミュニティー・リーダーの

ためにコミュニティ開発ワークショップを実施できるようにな

る。 

2-2 BBRMCI スタッフがバランガイ住民のニーズに基づいた研修・訓

練をアレンジできるようになり、少なくとも各 LGU で 1 回は研修・

訓練を実施する。 

 

成果 2 は、中間レビューの時点でほぼ達成されているが、BBRMCI スタッフ及び LGU 職員

の能力は、プロジェクト後半に実施予定の研修やセミナーを通じてさらに強化されていく

見込みである。 

 

指標 2-1 に関しては、バランガイの職員や BFARMC 委員長らを対象に、4町それぞれで CRM・

PCM ワークショップが BBRMCI のスタッフを中心に企画され、実施された。BBRMCI のスタ

ッフは、中間レビュー時点で、既に自分たちだけで PCM ワークショップを準備し、実施で

きるようになっている。 

 

指標 2-2 については、BBEMCI がコミュニティのニーズに基づいて、魚の加工法の紹介を

企画し、バロタック・ヌエボ町でこれを実施した。同様に、小エビのペースト造りについ

ても、ワークショップをアニラオ町で開催する準備が進められている。コミュニティのニ

ーズに応じて研修やワークショップを企画し、講師や予算を調達するサービスは、BBRMCI

の本来業務の一つであり、本プロジェクト実施前からある程度の実施能力があったが、本

プロジェクトの活動を通じて、BBRMCI スタッフの研修企画・実施能力はさらに強化され

たと言える。  

 

  BBRMCI スタッフは構成 LGU 或いはイロイロ州政府の職員であり、BBRMCI に出向している状

況にある。従って、自立発展性の観点からも、町長や町議会議員、町や州の開発計画調整

課、農業課、協同組合課などの職員を適宜研修やセミナーに招待するなど、プロジェクト

への巻き込み強化を図っていくことが得策と考えられる。 

 

成果 3 沿岸資源管理活動が強化される。 

指標 

 

3-1 BBRMCI の調整による警備・取り締まり活動が機能し、パトロー

ル／取締りが毎週行われる。 

3-2 BFARMC による恒常的な海洋保護区（MPA)管理活動が 2 つ以上の

MPA で行われる。 

3-3 少なくとも 4 つの BFARMC で住民と連携した資源管理活動が実施

される。 

 

成果 3はプロジェクト前半の諸活動を通じて部分的に達成されている。  
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指標 3-1 については、BBRMCI に供与された調査用ボートを活用して、週 3回のペースで違

法漁業取締りのパトロール活動が続けられている（ボートの燃料費はプロジェクトが負担

している）。調査団が複数の沿岸コミュニティにてインタビュー調査を行った結果、過去 1

年半の定期的なパトロールにより、違法漁業が減少し沿岸資源が増殖していると、沿岸住

民が感じていることが明らかになった。バロタック湾及びバナテ湾における違法漁業の取

締りは、住民がその効果を実感できる程度まで強化されたと評価できる。 

 

指標 3-2、3-3 については、関連した活動がプロジェクト前半ではまだ始まっていなかった

が、第 1 年次に実施された各種調査を通じて、バランガイのリーダーたちは沿岸資源管理

の問題に対する意識を高めていることがインタビュー等から窺えた。CRM や PCM ワークシ

ョップは 4町それぞれで開催され、バランガイ役員や BFARMC 委員長らが各コミュニティの

MPA 保護計画を立案した。これらの計画の一部は、次年度の活動で実施されることになっ

ている。 

 

BBRMCI の沿岸資源管理に関する通常業務は、本プロジェクトによってかなりの程度整理

され強化されたが、モニタリング活動については依然として不十分なままであることが今

回の調査を通じて明らかになった。プロジェクト後半では、モニタリング関連の活動をよ

り強化していくことが期待される。 

 

成果 4 沿岸資源の持続的利用と資源保全活動が奨励される。 

指標 

 

4-1 2008 年 12 月までに BBRMCI の活動を普及するためのウェブサイ

トが立ち上がる。 

4-2 毎年 3回以上ニュースレターが発行される。 

4-3 2009 年 12 月までに、少なくとも 2つのポスターとパンフレット

が作成される。 

4-4 BBRMCI 活動の経験と成果を他の沿岸 LGU と共有するためのイロ

イロ州全域を対象としたワークショップを開催し、200 人以上が

参加する。 

 

成果 4については、中間レビュー時点で期待される程度の成果は達成されているが、定量

的な成果指標ばかりなので、指標の追加或いは修正も今後の課題となろう。  

 

指標 4-1 に関しては、進捗状況でもふれた通り、BBRMCI のウェブサイトは予定通り準備済

みであるが、JICA 内部でのウェブサイトに関する調整が必要なため、中間レビュー時点で

はまだ一般からアクセス可能な状態にはなっていなかった。指標 4-2 については、2008 年

度はニュースレター（第 1-3 号）が発行されており、3回以上の発行という目安をクリア

している。また、指標 4-3 については、中間レビュー時点までに 3種のポスターとパンフ

レットが作成されており、量的には達成されている。指標 4-4 のイロイロ州全域を対象と

したワークショップは、プロジェクトの終了前頃に開催する予定であり、プロジェクト後

半で準備が進められる予定である。 

 

上述の通り、ポスターやパンフレットなど広報・啓蒙のための媒体は、数量的には成果が
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あがっている。しかし、数値目標だけで広報・啓蒙の成果が図れるかどうかは疑問であり、

今後、より適切な成果指標への改善が期待される。また、プロジェクト対象地域の住民、

特に漁民やその家族の、日常生活における使用言語はイロンゴ語なので、広報・啓蒙のた

めの資料はできるだけイロンゴ語版を作成するよう提言する。さらに、第 1 年次の調査結

果は、将来のコミュニティ開発計画に活用されるよう、速やかに住民にフィードバックさ

れることが期待される。  

 

３－１－４ プロジェクト目標の達成見込み 

 

プロジェ

クト目標 

イロイロ州バナテ湾・バロタック湾地域における LGU の連携による沿岸

資源管理システムが強化される。 

指標 

 

1. BBRMCI の活動予算(金額）と人材配置（人数）が LGU により適切に

確保される。 

2.資源管理活動の効果が日常的に、広く広報される。 

 

LGU クラスターを通じた沿岸資源管理システムは、本プロジェクトの活動を通じてかなり

の程度強化されたと言える。しかし、 終的にどこまでプロジェクト目標が達成できるか

を現時点で正確に予測することは難しい。BBRMCI は、複数の LGU の意思に基づいて設置

された LGU クラスターであり、各 LGU が集合的な沿岸資源管理行政を継続しようという政

策を取り続ける場合のみ、存在する。2010 年 5 月には地方選挙が実施される見込みであ

ることから、政治的な要素が本プロジェクトに与える影響に注意しながら、プロジェクト

後半の活動を進めていく必要がある。  

 

指標 1 に関しては、構成 LGU の一つであるバロタック・ヌエボ町が 2008 年の分担金支払

いを停止し、出向職員を町農業課に引き揚げさせているが、これは地方首長間の政治的対

立が要因と考えられている。BBRMCI の維持発展を確保するためには、LGU クラスターが政

治的意思によってではなく、条例に定められた義務の執行によって機能していくことが求

められるが、現実にはなかなか難しい。現在、予算や人員の不足分は、州政府からの支援

により補填されているが、これも政治的な背景に大きく負っており、やはり第一義的には

BBRMCI を構成する各 LGU が条例に定められたそれぞれの義務を果たしていくことが安定

した行政サービスの提供にとって も重要と考えられる。フィリピンの政治環境を鑑みれ

ば、指標 1 は、プロジェクト目標の指標とするよりも BBRMCI 存在の前提条件として外部

条件に含めるほうが適切かもしれない。今後の課題として、指標 1の検討を提言する。 

 

指標 2 については、研修やポスターの掲示を通じて BBRMCI の役割や目的が研修参加者や

一般住民に広報されてきたが、プロジェクト目標達成のためには、プロジェクト後半、よ

り戦略的かつ計画的な広報活動を行う必要があると考えられる。指標 2についても、プロ

ジェクト目標の達成を測る指標として適切かどうか、検討する必要があろう。 

 

３－２ プロジェクトの促進要因・阻害要因 

３－２－１ 促進要因 
(1) カウンターパートのモチベーションの高さ 
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カウンターパートは業務に対する意欲が高く、日本人専門家との協力関係も非常に良い。

さらに、本プロジェクトによる研修施設の建設や調査用ボートの供与など、物質的な面で

の投入も彼らのモチベーションを大いに高めており、短期間で質の高い成果を上げるのに

貢献している。 

 

(2) BBRMCI の 10 年以上にわたる沿岸資源管理活動経験 

BBRMCI は、10 年以上にわたって地域の沿岸資源管理を続けてきたことから、活動に必要な

基本的知識や実践経験を有し、地域にネットワークを構築している。研修やワークショッ

プの企画・実施に財政支援をしてくれる公官庁や NGO、技術や研修講師を提供してくれる

大学や専門機関など、そのネットワークは幅広く、本プロジェクトの活動を円滑に進める

上でも非常に有用である。 

 

(3) イロイロ州政府の支援 

  イロイロ州政府は、本プロジェクトの円滑な実施に大きく貢献してきた。州政府は、BBRMCI

による沿岸資源管理活動を州開発計画に包摂しており、BBRMCI の事例をグッドプラクテ

ィスとして、州内の他の LGU の再活性化に役立てたいと考えており、本プロジェクトへの

期待も大きい。州政府は、BBRMCI の違法漁業取締り活動を積極的に支持するだけでなく、 

予算補助やマンパワーの補填（州農業局から職員4名をBBRMCIに出向中）など、年々BBRMCI

への支援を増やしてきている。 

 

３－２－２ 阻害要因 
(1) 政治情勢 

政治派閥間の対立を背景に、バロタック・ヌエボ町は 2008 年以降、BBRMCI への分担金の

支払いを停止し、BBRMCI に出向させていた職員を農業課に引き上げている。また、現実

には違法漁業の取締り活動にも地方政治家の意向を無視できない側面があり、政治情勢が

プロジェクト活動の進捗や効果の発現にマイナスの影響を与えていると考えられる。しか

し、BBRMCI は過去にも政治情勢の強い影響にさらされながらこれを乗り越え、沿岸資源

管理活動による成果を、漁民を中心とする構成 LGU 住民に示すことによってその信頼を勝

ち得てきた。今後も同様の努力を継続していくことにより、LGU クラスターとしての機能

を維持していって欲しい。 

 

(2) 活動絞り込み戦略の不足 

本プロジェクト前半では、PCRA の対象バランガイ数が当初の 8 から全沿岸バランガイ 31

に拡大するなど、時間的にも人員・予算的にもバランガイ・レベルでの活動への投入が増

加した。そうした活動は、沿岸バランガイの基本データ収集や住民の沿岸資源管理への関

心を高めることには貢献したが、これまでの BBRMCI の業績と経験を 大限に活用して、

モデル化、一般普及化に資するための活動（オペレーション・マニュアル作成等）は遅れ

気味になった。プロジェクト後半では、より活動を絞り込み、プロジェクト目標や上位目

標の達成につなげていく活動に力を入れていく必要があるだろう。 

 

(3) 日本人専門家不在時のコミュニケーション不足 

日本人専門家の現地派遣期間が期待される成果の大きさに対してやや短いのに加え、プロ
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ジェクト対象地が地方部にあることから（調達に時間がかかる、インターネット接続が不

安定）、当初、プロジェクト・チーム内のコミュニケーションは必ずしも円滑ではなかっ

た。しかし、こうした不備を補うために常駐のローカル・リサーチ・アシスタントを配置

したことで、コミュニケーションの問題は大幅に改善され、活動の進捗管理にも効果が認

められた。常時利用可能なコミュニケーション手段の不在と日本人専門家の派遣期間の短

さは、今後もプロジェクトの成果発現を阻害する要因の一つであると考えられる。 

 

 

第４章 評価５項目による評価 
評価 5項目に基づく評価結果は次の通り。 

 

４－１ 妥当性 

本プロジェクトは、中間レビュー時点でもフィリピンの開発政策及び日本の ODA 政策、フ

ィリピン社会のニーズに合致しており、妥当性は高い。 

フィリピン政府の中期開発計画（2004-2010 年）は、貧困層に配慮しつつ、国民の基本的

ニーズを充足させるために公共サービスを強化することを基本構想としており、本プロジ

ェクトが目的とする沿岸資源管理の強化は、これに合致している。また、1991 年地方政府

法は、複数の地方政府が共通の行政課題に取り組む方法として LGU のクラスター化を奨励

しているが、本プロジェクトは LGU クラスターとしての BBRMCI の沿岸資源管理能力向上を

目的とするものであり、フィリピンの目指す地域開発方針とも合致している。 

 

本プロジェクトは、日本の対フィリピン援助方針、JICA の対フィリピン援助実施計画にも

合致している。同時に、本プロジェクトの対象地域周辺のヴィサヤ海は国内でも有数の漁

業地域であるが、マングローブ林やさんご礁の破壊を伴う沿岸環境破壊や違法漁業が多発

し、環境問題が深刻化すると共に、農漁村資源の減少に伴う住民の収入減少が顕在化して

おり、ターゲットグループのプロジェクトに対する期待とニーズは依然高い。 

 

４－２ 有効性 

プロジェクト目標の達成は後半の活動成果如何に大きく負っているため、中間レビュー時

点で有効性を判断するにはやや時期尚早と考えられる。しかしながら、研修やセミナーの

準備・実施にかかるカウンターパートの能力はプロジェクト活動を通じて確実に強化され

ており、沿岸バランガイに居住する漁民および一般住民の多くも、本プロジェクトにおけ

る違法漁業への取り組みと効果に対する認識を強めつつあるなど、一定の成果があがって

きている。本プロジェクトの PDM は論理的に構成されていると考えられるので、プロジェ

クト後半で、現在まだ活動の本格化していない沿岸資源増殖活動のモニタリング、より戦

略的な広報活動、オペレーション・マニュアルの完成と他の LGU クラスターへの普及準備

等を予定通り推進し、成果を上げることができれば、プロジェクト目標は十分達成される

と見込まれる。 

 

４－３ 効率性 

本プロジェクトは効率的に実施されている。 
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投入は、十分活用されており、期待される成果の産出に貢献している。特に、供与された

研修施設、調査用ボート、事務機器等は日常的に活用されており、維持管理状況も良好で

ある。また、現地雇用のリサーチ・アシスタントを常駐させてコミュニケーションを円滑

に保ち、ローカル・コンサルタントを多数雇用して、日本人専門家の不在時にも調査から

研修まで幅広い業務を遂行するなど、少ない投入で期待される成果をあげる工夫がなされ

ている。さらに、BBRMCI の 10 年以上に及ぶ沿岸資源管理経験とその間に築かれた地元関

係機関とのネットワークは、本プロジェクトを効率的かつ効果的に進める上で非常に役立

った。他方、プロジェクト前半では、時間的にも人員・予算的にもバランガイ・レベルで

の活動への投入が増加し、ややバランスを欠いた。 

 

４－４ インパクト 

本プロジェクトでは、後半にインパクトにつながる活動が集中しているため、現時点で上

位目標の達成見込みを評価することは難しい。しかし、上位目標の達成度を向上させるた

めには、BBRMCI を構成する LGU からプロジェクトに対するさらなる理解と支援が必要であ

ることは明らかである。同時に、広報の強化も今後の重要な課題である。ポスター、パン

フレット、ニュースレターなどの広報資料、州レベルのワークショップ、オペレーション・

マニュアルなどは、BBRMCI の経験を他のクラスターに普及する重要なツールであり、プロ

ジェクト後半ではこれらツールの完成と普及活動からの成果が期待される。 

 

４－５ 自立発展性 

中間レビュー時点では、一般的な観点から自立発展性の見込みを推測するにとどめる。 

組織面、技術面、財政面での自立発展性は、BBRMCI を構成する LGU からの支援が継続する限

り、十分見込まれる。しかしながら、BBRMCI は、構成 LGU 首長の集合的な政治的意思により

創設され、維持されてきた LGU クラスターであり、構成 LGU の政策（首長）が変われば、解散

される可能性は常に存在している。本プロジェクトは BBRMCI 及び構成 LGU の沿岸資源管理能

力を強化することにより、沿岸資源の増殖と漁業の振興を目指すものである。沿岸資源管理に

は長期的な戦略が必要であり、漁場が共有されていることから、集合的な取り組みなしには目

に見える成果の達成は困難である。  

 

構成 LGU による BBRMCI に対する支援が継続されれば、プロジェクト終了後にもプロジェク

トの成果は発展的に維持されると見込まれる。プロジェクト・チームは構成 LGU に対し、

条例で定められたメンバーLGU としての責任を誠実に果たすよう要請しているが、2010 年

地方選挙を睨んで関係者間の政治的対立が顕在化しており、分担金の支払い停止や出向職

員の引き上げの問題が生じている。また、中間レビュー時点では、BBRMCI スタッフに比べ、

構成 LGU 職員のプロジェクトへの巻き込みが弱いように感じられたが、LGU 職員も本プロ

ジェクトにおける能力強化の対象であり、プロジェクト終了後の自立発展性を高めるため

にも構成 LGU および州政府の継続的な支援獲得が不可欠である。 

  

４－６ 結論 

本プロジェクトは、フィリピンの開発政策及び日本の援助政策との整合性が高く、対象地

域のニーズにも合致している。また、必要なデータの収集とカウンターパートの能力向上
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という点においては高い有効性が認められる。投入に対する成果は十分であり、効率性は

高い。インパクトと自立発展性については、プロジェクト後半での活動に多くを負ってお

り、政治環境の影響も大きいと考えられるので、中間時点で予測するのは難しい。 

 

自立発展性を高め、プロジェクトをより効果的に実施するには、BBRMCI を構成する LGU の

理解と支援が不可欠である。構成 LGU が滞りなく分担金を負担し、必要なマンパワーの配

置するよう、プロジェクト側から継続的に働きかけていくことが、自立発展性及びインパ

クトを確保する上でも重要である。 

 

 

第５章 提言 
以上のとおり、本プロジェクトは概ね適切に実施されているが、中間レビュー調査を通

じて幾つか懸案事項も明らかになった。プロジェクト後半での改善に資するよう、次の諸

点をプロジェクト・チームに提言する。 

 

(1) BBRMCI のこれまでの業績や経験を 大限に活用すること 

フィリピン国内でも、10 年以上にわたって LGU クラスターによる沿岸資源管理を継続して

いる事例は非常に少ない。BBRMCI は既に 12 年の歴史を持っていることから、これまで積

み重ねてきた業績や経験を 大限に活用し、近隣 LGU にも参考になる形にまとめて提供し

ていくことが重要である。 

 

(2) バランガイ・レベルへの過度な投入を避けること 

プロジェクト前半では、当初 8 つのバランガイで実施する予定であった PCRA を 31 の全沿

岸バランガイで実施するなど、活動の相当部分がバランガイ・レベルの活動に割かれた。

その結果、BBRMCI の本来業務に支障がでてきており、また、オペレーション・マニュアル

の作成など普及準備の活動が若干ずれ込んだ感がある。プロジェクト後半では、バランガ

イ・レベルへの過度な投入を避け、プロジェクト目標及び上位目標の達成に焦点を絞って

戦略的に活動を進めるよう提言する。  

 

(3) 州政府/町政府からのさらなる支援を獲得すること 

BBRMCI は、構成 LGU の行政機構の一部として沿岸資源管理分野の政策策定やサービス提供

を担っている。沿岸資源管理の問題は、BBRMCI の活動だけで解決できるものではなく、産

業振興、教育、保健など様々な分野における行政政策と行政サービスとの協調と調整の中

でより効果的に改善されていくものであろう。したがって、プロジェクト目標及び上位目

標の達成可能性を高めるためにも、町政府や州政府との連携をより強化し、プロジェクト

に対するより多くの理解と支援を獲得していくことが重要である。 

 

(4) 沿岸資源調査や社会経済調査の結果を有効に活用すること 

プロジェクト第 1 年次に作成された各種調査報告書には、沿岸環境データや社会経済デー

タが含まれている。これらのデータは、BBRMCI のマスタープランの見直しや包括的沿岸資

源管理計画の改訂の基盤となるものである。しかしながら、中間レビューの時点では、デ

ータの入力・分析が不十分であり、コミュニティへの調査結果のフィードバックも実施さ
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れていなかった。一部のデータ収集は継続中であるが、収集済みデータは速やかに BBRMCI

のデータベースに蓄積し、今後の活動や評価・モニタリングに有効に活用できるよう、整

理しておくことを提言する。  

 

(5) 戦略的な広報活動を強化すること 
学生や関連 NGO、住民組織等に対する沿岸資源管理に関する広報及び啓蒙活動（IEC）は、

BBRMCI の通常活動の一つである。調査団は、プロジェクトの残り期間を使って、より戦略

的な広報活動を強化することを奨励する。対象地域の住民、特に漁民は、日常的に現地語

（イロンゴ語）を使用しているので、ポスターやパンフレットは現地語版の配布が望まし

い。 

 

(6)  PDM の指標を見直すこと 

 指標の一部に改善の必要なものが散見される。プロジェクトの成果をより効果的に測定で

きるよう、可能な範囲で再検討することを提言する。 
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モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
の

反
映

状
況

 

大
き

な
問

題
な

し
。

イ
ロ

イ
ロ

州
開

発
計

画
局

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
機

能
を

果
た

し
て

い
る

。
J
C

C
は

2
0
0
8

年
3

月
に

開
催

さ
れ

、

P
D

M
の

修
正

が
承

認
さ

れ
た

。
 

意
思

決
定

メ
カ

ニ
ズ

ム
 

J
C

C
の

意
思

決
定

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

機
能

し
て

い
る

か
 

政
治

的
対

立
が

原
因

と
な

り
、

2
0
0
8

年
か

ら
B

B
R

M
C

I理
事

会
の

意
思

決
定

に
は

バ
ロ

タ
ッ

ク
・
ヌ

エ
ボ

町
の

参
加

が
得

ら
れ

て
い

な
い

状
態

。
 

 
 

C
/
P

機
関

の
意

思
決

定
メ

カ
ニ

ズ

ム
が

機
能

し
て

い
る

か
 

B
B

R
M

C
I事

務
局

の
意

思
決

定
に

は
特

に
問

題
な

し
。

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
チ

ー
ム

内
の

意
思

決
定

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

機
能

し
て

い
る

か
 

日
本

人
専

門
家

の
現

地
滞

在
期

間
の

短
さ

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

接
続

が
不

安
定

さ
な

ど
か

ら
、

チ
ー

ム
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
上

の
問

題
は

完
全

に
解

決
さ

れ
た

と
は

言
え

ず
、

意
思

決
定

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

も
影

響
を

与
え

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

 
 

問
題

点
、

改
善

す
べ

き
点

は
あ

る

か
 

問
題

は
あ

る
が

、
政

治
的

な
対

立
が

原
因

な
の

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

側
の

努
力

だ
け

で
改

善
で

き
る

問
題

で
は

な
い

。
町

政
府

や
州

政
府

と
の

連
携

を
よ

り
強

化
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
よ

り
多

く
の

理
解

と
支

援
を

獲
得

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ

る
。

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

日
本

人
専

門
家

と
C

/
P

と
の

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

概
ね

良
好

だ
が

、
日

本
人

専
門

家
の

現
地

滞
在

期
間

が
短

い
た

め
、

B
B

R
M

C
I

の
本

来
業

務
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

と
の

理

解
に

や
や

食
い

違
い

が
見

ら
れ

た
。
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日
本

人
専

門
家

と
上

位
機

関
（
中

央
・
地

方
政

府
、

関
連

省
庁

等
）
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

概
ね

良
好

だ
が

、
政

治
的

対
立

関
係

の
影

響
も

あ
り

、
一

部
地

方
政

府
と

の
さ

ら
な

る
関

係
改

善
、

支
援

獲
得

が
必

要
。

 

 
 

日
本

人
専

門
家

と
地

域
住

民
と

の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

概
ね

良
好

。
し

か
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

半
の

バ
ラ

ン
ガ

イ
・
レ

ベ
ル

で
の

活
動

を
通

じ
て

高
ま

っ
た

住
民

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対

す
る

期
待

に
は

、
十

分
注

意
す

べ
き

。
 

 
 

C
/
P

と
上

位
機

関
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

概
ね

良
好

だ
が

、
政

治
的

対
立

関
係

の
影

響
も

あ
り

、
一

部
地

方
政

府
と

の
さ

ら
な

る
関

係
改

善
、

支
援

獲
得

が
必

要
。

 

 
 

C
/
P

と
地

域
住

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

概
ね

良
好

。
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
チ

ー
ム

と
そ

の
他

外

部
機

関
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

概
ね

良
好

。
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
チ

ー
ム

と
J
IC

A
事

務
所

・
本

部
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
 

概
ね

良
好

。
 

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
 

適
切

な
C

/
P

が
配

置
さ

れ
た

か
 

適
切

。
 

 
 

C
/
P

機
関

の
財

源
は

十
分

か
 

政
治

的
背

景
か

ら
、

構
成

L
G

U
の

分
担

金
支

払
い

が
一

部
滞

っ
て

い
る

が
、

イ
ロ

イ
ロ

州
政

府
の

資
金

援
助

で
補

填
さ

れ
て

い
る

状
態

。
活

動
に

支
障

が
出

る
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

か
っ

た
。

 

 
 

実
施

機
関

、
C

/
P

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

に
対

す
る

認
識

は
高

い
か

 

認
識

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
と

も
に

非
常

に
高

い
。

 

 
 

地
域

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

認
識

は
高

い
か

 

B
B

R
M

C
I

が
沿

岸
資

源
管

理
に

か
か

る
活

動
を

し
て

い
る

こ
と

は
認

識
さ

れ
て

い
る

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
は

、
必

ず

し
も

正
し

い
情

報
が

ま
ん

べ
ん

な
く
行

き
渡

っ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
現

地
語

に
よ

る
戦

略
的

な
情

報
宣

伝
・
啓

蒙
活

動
が

必
要

。
 

 
 

地
域

住
民

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
参

加
意

欲
は

十
分

か
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

各
種

研
修

へ
の

参
加

意
欲

は
非

常
に

高
い

。
 

 
 

上
位

機
関

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

C
/
P

を
評

価
し

て
い

る
か

 

イ
ロ

イ
ロ

州
政

府
は

、
B

B
R

M
C

I
に

よ
る

沿
岸

資
源

管
理

活
動

を
州

開
発

計
画

に
包

摂
し

て
お

り
、

B
B

R
M

C
I

の
事

例
を

グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
と

し
て

、
州

内
の

他
の

L
G

U
の

再
活

性
化

に
役

立
て

た
い

と
考

え
て

お
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

期
待

も
大

き

い
。

州
政

府
は

、
B

B
R

M
C

I
の

違
法

漁
業

取
締

り
活

動
を

積
極

的
に

支
持

す
る

だ
け

で
な

く
、

予
算

補
助

や
マ

ン
パ

ワ
ー

の
補

填
（
州

農
業

局
か

ら
職

員
4

名
を

B
B

R
M

C
Iに

出
向

中
）
な

ど
、

年
々

B
B

R
M

C
Iへ

の
支

援
を

増
や

し
て

き
て

い
る

。
 

他
方

、
構

成
L
G

U
の

足
並

み
は

必
ず

し
も

そ
ろ

っ
て

は
お

ら
ず

、
中

に
は

政
治

的
背

景
か

ら
分

担
金

支
払

い
の

停
止

や
出

向

職
員

の
引

き
上

げ
を

行
っ

て
い

る
L
G

U
も

あ
る

。
 

そ
の

他
の

問
題

 
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
問

題
点

、

改
善

す
べ

き
点

 

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

で
は

、
B

B
R

M
C

Iス
タ

ッ
フ

に
比

べ
、

構
成

L
G

U
職

員
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

巻
き

込
み

が
弱

い
よ

う
に

感

じ
ら

れ
た

。
L
G

U
職

員
も

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
能

力
強

化
の

対
象

で
あ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

自
立

発
展

性
を

高

め
る

た
め

に
も

構
成

L
G

U
お

よ
び

州
政

府
の

継
続

的
な

支
援

獲
得

が
不

可
欠

で
あ

る
。

 

妥
当

性
 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標

は
フ

ィ
リ

ピ
ン

国
家

政
策

に
合

致
し

て
い

る
か

 

国
家

政
策

と
合

致
し

て
い

る
か

 

関
連

省
庁

の
政

策
と

合
致

し
て

い

る
か

 

フ
ィ

リ
ピ

ン
政

府
の

中
期

開
発

計
画

（
2
0
0
4
-
2
0
1
0

年
）
は

、
貧

困
層

に
配

慮
し

つ
つ

、
国

民
の

基
本

的
ニ

ー
ズ

を
充

足
さ

せ
る

た
め

に
公

共
サ

ー
ビ

ス
を

強
化

す
る

こ
と

を
基

本
構

想
と

し
て

お
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
目

的
と

す
る

沿
岸

資
源

管
理

の
強

化

は
、

こ
れ

に
合

致
し

て
い

る
。
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地
方

政
府

の
政

策
と

合
致

し
て

い

る
か

 

ま
た

、
1
9
9
1

年
地

方
政

府
法

は
、

複
数

の
地

方
政

府
が

共
通

の
行

政
課

題
に

取
り

組
む

方
法

と
し

て
L
G

U
の

ク
ラ

ス
タ

ー
化

を
奨

励
し

て
い

る
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
L
G

U
ク

ラ
ス

タ
ー

と
し

て
の

B
B

R
M

C
Iの

沿
岸

資
源

管
理

能
力

向
上

を
目

的
と

す
る

も
の

で
あ

り
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
の

目
指

す
地

域
開

発
方

針
と

も
合

致
し

て
い

る
。

 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標

は
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー

ズ
と

合
致

し
て

い
る

か
 

B
B

R
M

C
Iの

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い

る
か

 

地
域

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て

い
る

か
 

対
象

地
域

の
選

択
は

適
正

で
あ

っ

た
か

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

対
象

地
域

周
辺

の
ヴ

ィ
サ

ヤ
海

は
国

内
で

も
有

数
の

漁
業

地
域

で
あ

る
が

、
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

や
さ

ん
ご

礁
の

破
壊

を
伴

う
沿

岸
環

境
破

壊
や

違
法

漁
業

が
多

発
し

、
環

境
問

題
が

深
刻

化
す

る
と

共
に

、
農

漁
村

資
源

の
減

少
に

伴
う

住
民

の
収

入
減

少
が

顕
在

化
し

て
お

り
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

期
待

と
ニ

ー
ズ

は
依

然
高

い
。

 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標

は
日

本
の

援
助

政
策

に
合

致
し

て
い

る
か

 

援
助

重
点

分
野

と
の

整
合

性
は

あ

る
か

 

国
別

事
業

計
画

と
の

整
合

性
は

あ

る
か

 

日
本

の
対

フ
ィ

リ
ピ

ン
国

別
援

助
政

策
、

J
IC

A
の

対
フ

ィ
リ

ピ
ン

国
別

事
業

計
画

に
合

致
し

て
い

る
。

 

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
 

L
G

U
ク

ラ
ス

タ
ー

に
よ

る
沿

岸
資

源

管
理

モ
デ

ル
に

関
し

、
日

本
の

技

術
や

方
式

は
優

位
性

を
有

し
て

い

る
か

 

日
本

は
海

に
囲

ま
れ

て
お

り
、

沿
岸

資
源

管
理

、
養

殖
、

人
工

漁
礁

な
ど

の
分

野
に

優
位

性
が

認
め

ら
れ

る
。

 

有
効

性
 

成
果

は
中

間
評

価
時

点
で

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

た
か

、
ま

た
今

後
ど

の
部

分
が

い
つ

ま
で

に
ど

の
程

度
達

成
さ

れ
る

見
込

み
か

 

沿
岸

資
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
の

達
成

度
合

い
、

今
後

の
達

成

見
込

み
、

成
果

の
達

成
を

促
進

/
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

何
か

 

成
果

の
達

成
状

況
 

研
修

や
セ

ミ
ナ

ー
の

準
備

・
実

施
に

か
か

る
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

能
力

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

通
じ

て
確

実
に

強
化

さ
れ

て

お
り

、
沿

岸
バ

ラ
ン

ガ
イ

に
居

住
す

る
漁

民
お

よ
び

一
般

住
民

の
多

く
も

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

違
法

漁
業

へ
の

取
り

組

み
と

効
果

に
対

す
る

認
識

を
強

め
つ

つ
あ

る
な

ど
、

一
定

の
成

果
が

あ
が

っ
て

き
て

い
る

。
 

 促
進

要
因

 

(1
) 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
高

さ
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
業

務
に

対
す

る
意

欲
が

高
く
、

日
本

人
専

門
家

と
の

協
力

関
係

も
非

常
に

良
い

。
さ

ら
に

、
本

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

研
修

施
設

の
建

設
や

調
査

用
ボ

ー
ト

の
供

与
な

ど
、

物
質

的
な

面
で

の
投

入
も

彼
ら

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を

大
い

に
高

め
て

お
り

、
短

期
間

で
質

の
高

い
成

果
を

上
げ

る
の

に
貢

献
し

て
い

る
。

 

（
２

）
B

B
R

M
C

Iの
1
0

年
以

上
に

わ
た

る
沿

岸
資

源
管

理
活

動
経

験
 

B
B

R
M

C
I

は
、

10
年

以
上

に
わ

た
っ

て
地

域
の

沿
岸

資
源

管
理

を
続

け
て

き
た

こ
と

か
ら

、
活

動
に

必
要

な
基

本
的

知
識

や
実

践
経

験
を

有
し

、
地

域
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

る
。

研
修

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
企

画
・
実

施
に

財
政

支
援

を

し
て

く
れ

る
公

官
庁

や
N

G
O

、
技

術
や

研
修

講
師

を
提

供
し

て
く
れ

る
大

学
や

専
門

機
関

な
ど

、
そ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

幅

広
く
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

を
円

滑
に

進
め

る
上

で
も

非
常

に
有

用
で

あ
る

。
 

(3
) 

イ
ロ

イ
ロ

州
政

府
の

支
援

 

 
 
イ

ロ
イ

ロ
州

政
府

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

円
滑

な
実

施
に

大
き

く
貢

献
し

て
き

た
。

州
政

府
は

、
B

B
R

M
C

I
に

よ
る

沿
岸

資

源
管

理
活

動
を

州
開

発
計

画
に

包
摂

し
て

お
り

、
B

B
R

M
C

Iの
事

例
を

グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
と

し
て

、
州

内
の

他
の

L
G

U
の

再
活

性
化

に
役

立
て

た
い

と
考

え
て

お
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

期
待

も
大

き
い

。
州

政
府

は
、

B
B

R
M

C
Iの

違
法

漁
業

取

締
り

活
動

を
積

極
的

に
支

持
す

る
だ

け
で

な
く

、
予

算
補

助
や

マ
ン

パ
ワ

ー
の

補
填

（
州

農
業

局
か

ら
職

員
4

名
を

B
B

R
M

C
Iに

出
向

中
）
な

ど
、

年
々

B
B

R
M

C
Iへ

の
支

援
を

増
や

し
て

き
て

い
る

。
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 阻
害

要
因

 

(1
) 

政
治

情
勢

 

政
治

派
閥

間
の

対
立

を
背

景
に

、
バ

ロ
タ

ッ
ク

・
ヌ

エ
ボ

町
は

2
0
0
8

年
以

降
、

B
B

R
M

C
I

へ
の

分
担

金
の

支
払

い
を

停
止

し
、

B
B

R
M

C
I

に
出

向
さ

せ
て

い
た

職
員

を
農

業
課

に
引

き
上

げ
て

い
る

。
ま

た
、

現
実

に
は

違
法

漁
業

の
取

締
り

活
動

に

も
地

方
政

治
家

の
意

向
を

無
視

で
き

な
い

側
面

が
あ

り
、

政
治

情
勢

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

進
捗

や
効

果
の

発
現

に
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

を
与

え
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

(2
) 

活
動

絞
り

込
み

戦
略

の
不

足
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

半
で

は
、

P
C

R
A

の
対

象
バ

ラ
ン

ガ
イ

数
が

当
初

の
8

か
ら

全
沿

岸
バ

ラ
ン

ガ
イ

3
1

に
拡

大
す

る
な

ど
、

時
間

的
に

も
人

員
・
予

算
的

に
も

バ
ラ

ン
ガ

イ
・
レ

ベ
ル

で
の

活
動

へ
の

投
入

が
増

加
し

た
。

そ
う

し
た

活
動

は
、

沿
岸

バ
ラ

ン
ガ

イ
の

基
本

デ
ー

タ
収

集
や

住
民

の
沿

岸
資

源
管

理
へ

の
関

心
を

高
め

る
こ

と
に

は
貢

献
し

た
が

、
こ

れ
ま

で
の

B
B

R
M

C
I
の

業
績

と
経

験
を

最
大

限
に

活
用

し
て

、
モ

デ
ル

化
、

一
般

普
及

化
に

資
す

る
た

め
の

活
動

（
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

・

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
等

）
は

遅
れ

気
味

に
な

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
後

半
で

は
、

よ
り

活
動

を
絞

り
込

み
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

や

上
位

目
標

の
達

成
に

つ
な

げ
て

い
く
活

動
に

力
を

入
れ

て
い

く
必

要
が

あ
る

だ
ろ

う
。

 

(3
) 

日
本

人
専

門
家

不
在

時
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
不

足
 

日
本

人
専

門
家

の
現

地
派

遣
期

間
が

期
待

さ
れ

る
成

果
の

大
き

さ
に

対
し

て
や

や
短

い
の

に
加

え
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
が

地
方

部
に

あ
る

こ
と

か
ら

（
調

達
に

時
間

が
か

か
る

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

接
続

が
不

安
定

）
、

当
初

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
チ

ー

ム
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
必

ず
し

も
円

滑
で

は
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

こ
う

し
た

不
備

を
補

う
た

め
に

常
駐

の
ロ

ー
カ

ル
・
リ

サ
ー

チ
・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
を

配
置

し
た

こ
と

で
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

は
大

幅
に

改
善

さ
れ

、
活

動
の

進
捗

管

理
に

も
効

果
が

認
め

ら
れ

た
。

常
時

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
不

在
と

日
本

人
専

門
家

の
派

遣
期

間
の

短
さ

は
、

今
後

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

発
現

を
阻

害
す

る
要

因
の

一
つ

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
見

込

み
 

中
間

評
価

時
点

で
の

達
成

度
合

い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
促

進
/
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

何
か

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
は

後
半

の
活

動
成

果
如

何
に

大
き

く
負

っ
て

い
る

た
め

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
で

有
効

性
を

判
断

す
る

に
は

や
や

時
期

尚
早

と
考

え
ら

れ
る

。
 

P
D

M
の

論
理

構
成

 
P

D
M

の
活

動
、

成
果

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

、
論

理
的

か
つ

適
切

な

因
果

関
係

に
あ

る
か

 

P
D

M
の

活
動

、
成

果
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
に

つ
い

て
、

関
係

者
間

の
合

意
は

十
分

で
あ

っ
た

か
 

現
行

の
P

D
M

に
改

訂
す

べ
き

点
は

あ
る

か
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

P
D

M
は

論
理

的
に

構
成

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

後
半

で
、

現
在

ま
だ

活
動

の
本

格
化

し
て

い
な

い
沿

岸
資

源
増

殖
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
よ

り
戦

略
的

な
広

報
活

動
、

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
完

成
と

他
の

L
G

U
ク

ラ
ス

タ
ー

へ
の

普
及

準
備

等
を

予
定

通
り

推
進

し
、

成
果

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
十

分
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

。
 

外
部

条
件

の
重

要
性

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
、

成
果

を
達

成

す
る

上
で

影
響

を
与

え
た

政
策

、
政

治
・
経

済
状

況
の

変
化

、
自

然
条

件
、

そ
の

他
の

要
因

は
あ

っ
た

か
 

外
部

条
件

の
変

化
 

政
治

的
環

境
。

阻
害

要
因

で
も

あ
る

が
、

促
進

要
因

と
も

な
り

う
る

。
 

効
率

投
入

は
適

切
に

行
わ

れ
た

か
 

投
入

の
確

認
参

照
 

質
・
量

と
も

に
ほ

ぼ
予

定
ど

お
り

。
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性
 

活
動

は
成

果
を

生
み

出
す

の
に

十
分

で
あ

っ
た

か
 

活
動

の
質

、
量

、
時

期
、

期
間

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

半
で

は
、

時
間

的
に

も
人

員
・
予

算
的

に
も

バ
ラ

ン
ガ

イ
・
レ

ベ
ル

で
の

活
動

へ
の

投
入

が
増

加
し

た
。

P
C

R
A

か
ら

の
成

果
は

十
分

生
み

出
せ

た
が

、
そ

れ
以

外
の

活
動

成
果

と
の

バ
ラ

ン
ス

が
や

や
悪

か
っ

た
。

 

投
入

は
効

果
的

に
活

用
さ

れ
た

か
 

投
入

の
利

用
状

況
（
人

的
資

源
、

設

備
・
資

機
材

、
運

営
費

）
、

維
持

管

理
状

況
 

投
入

は
、

十
分

活
用

さ
れ

て
お

り
、

期
待

さ
れ

る
成

果
の

産
出

に
貢

献
し

て
い

る
。

特
に

、
供

与
さ

れ
た

研
修

施
設

、
調

査
用

ボ
ー

ト
、

事
務

機
器

等
は

日
常

的
に

活
用

さ
れ

て
お

り
、

維
持

管
理

状
況

も
良

好
で

あ
る

。
 

投
入

は
効

率
的

に
活

用
さ

れ
た

か
 

投
入

は
成

果
を

生
み

出
す

よ
う

に

効
率

的
に

活
用

さ
れ

た
か

 

投
入

に
対

し
て

裨
益

人
口

/
成

果
は

十
分

か
 

概
ね

効
率

的
に

活
用

さ
れ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

前
半

で
は

、
時

間
的

に
も

人
員

・
予

算
的

に
も

バ
ラ

ン
ガ

イ
・
レ

ベ
ル

で
の

活
動

へ
の

投
入

が
増

加
し

た
。

P
C

R
A

は
、

当
初

8
バ

ラ
ン

ガ
イ

の
み

で
行

う
予

定
で

あ
っ

た
が

、
最

終
的

に
は

全
沿

岸
バ

ラ
ン

ガ
イ

（
3
1
）
で

実
施

さ
れ

た
。

ま
た

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

数
も

当
初

予
定

よ
り

増
え

て
お

り
、

直
接

的
な

裨
益

人
口

は
増

加

す
る

見
込

み
。

 

促
進

/
阻

害
要

因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

率
性

に
貢

献
/

阻
害

し
た

要
因

は
何

か
 

促
進

要
因

 

（
１

）
現

地
雇

用
の

リ
サ

ー
チ

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
を

常
駐

さ
せ

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
円

滑
に

保
ち

、
ロ

ー
カ

ル
・
コ

ン
サ

ル
タ

ン

ト
を

多
数

雇
用

し
て

、
日

本
人

専
門

家
の

不
在

時
に

も
調

査
か

ら
研

修
ま

で
幅

広
い

業
務

を
遂

行
す

る
な

ど
、

少
な

い

投
入

で
期

待
さ

れ
る

成
果

を
あ

げ
る

工
夫

が
な

さ
れ

て
い

る
。

 

（
２

）
 B

B
R

M
C

Iの
10

年
以

上
に

及
ぶ

沿
岸

資
源

管
理

経
験

と
そ

の
間

に
築

か
れ

た
地

元
関

係
機

関
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
進

め
る

上
で

非
常

に
役

立
っ

た
。

 

阻
害

要
因

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

前
半

で
は

、
時

間
的

に
も

人
員

・
予

算
的

に
も

バ
ラ

ン
ガ

イ
・
レ

ベ
ル

で
の

活
動

へ
の

投
入

が
増

加
し

、
や

や
バ

ラ
ン

ス
を

欠
い

た
。

 

イ
ン

パ

ク
ト

 

上
位

目
標

へ
の

イ
ン

パ
ク

ト
 

B
B

R
M

C
Iの

経
験

は
、

イ
ロ

イ
ロ

州

内
の

他
の

沿
岸

資
源

管
理

ク
ラ

ス

タ
ー

に
普

及
さ

れ
、

機
能

す
る

よ
う

に
な

る
か

 

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

後
半

に
イ

ン
パ

ク
ト

に
つ

な
が

る
活

動
が

集
中

し
て

い
る

た
め

、
現

時
点

で
上

位
目

標
の

達
成

見
込

み
を

評
価

す
る

こ
と

は
難

し
い

。
今

後
の

重
要

な
課

題
と

し
て

は
、

後
方

の
強

化
が

挙
げ

ら
れ

る
。

ポ
ス

タ
ー

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
な

ど
の

広
報

資
料

、
州

レ
ベ

ル
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

は
、

B
B

R
M

C
I

の

経
験

を
他

の
ク

ラ
ス

タ
ー

に
普

及
す

る
重

要
な

ツ
ー

ル
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
後

半
で

は
こ

れ
ら

ツ
ー

ル
の

完
成

と
普

及
活

動

か
ら

の
成

果
が

期
待

さ
れ

る
。

 

促
進

/
阻

害
要

因
 

上
位

目
標

の
達

成
を

促
進

/
阻

害

す
る

要
因

(外
部

条
件

の
変

化
等

）

は
あ

る
か

 

上
位

目
標

の
達

成
度

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
は

、
B

B
R

M
C

Iを
構

成
す

る
L
G

U
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
さ

ら
な

る
理

解
と

支
援

が
必

要
で

あ
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
。

 

自
立

発
展

性
 

政
策

・
制

度
面

 
中

央
・
地

方
政

府
の

政
策

は
継

続

す
る

か
 

ク
ラ

ス
タ

ー
化

に
よ

る
、

複
数

L
G

U
共

通
課

題
へ

の
取

り
組

み
は

、
1
99

1
年

地
方

政
府

法
に

明
記

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、

継
続

の
見

込
み

は
高

い
。

し
か

し
、

L
G

U
ク

ラ
ス

タ
ー

活
動

を
重

視
す

る
か

ど
う

か
は

、
と

き
ど

き
の

政
治

状
況

に
大

き
く
依

存

し
て

い
る

た
め

予
測

が
難

し
い

。
 

 
 

B
B

R
M

C
Iは

、
今

後
も

持
続

す
る

か
現

時
点

で
は

持
続

の
見

込
み

は
高

い
が

、
2
0
1
0

年
選

挙
以

降
の

政
治

状
況

に
左

右
さ

れ
る

度
合

い
が

高
い

。
 

財
政

面
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
を

持
続

す
る

た
め

の
十

分
な

予
算

確
保

が
見

込

め
る

か
 

組
織

面
、

技
術

面
、

財
政

面
で

の
自

立
発

展
性

は
、

B
B

R
M

C
I
を

構
成

す
る

L
G

U
か

ら
の

支
援

が
継

続
す

る
限

り
、

十
分

見

込
ま

れ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
チ

ー
ム

は
構

成
L
G

U
に

対
し

、
条

例
で

定
め

ら
れ

た
メ

ン
バ

ー
L
G

U
と

し
て

の
責

任
を

誠
実

に
果

た
す

よ
う

要
請

し
て

い
る

が
、

2
0
10

年
地

方
選

挙
を

睨
ん

で
関

係
者

間
の

政
治

的
対

立
が

顕
在

化
し

て
お

り
、

分
担

金
の

支

払
い

停
止

や
出

向
職

員
の

引
き

上
げ

の
問

題
が

生
じ

て
い

る
。

 

組
織

面
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
を

持
続

す
る

た
め

の
活

動
実

施
能

力
が

備
わ

っ

て
い

る
か

（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

組
織

面
、

技
術

面
、

財
政

面
で

の
自

立
発

展
性

は
、

B
B

R
M

C
I
を

構
成

す
る

L
G

U
か

ら
の

支
援

が
継

続
す

る
限

り
、

十
分

見

込
ま

れ
る

。
構

成
L
G

U
に

よ
る

B
B

R
M

C
Iに

対
す

る
支

援
が

継
続

さ
れ

れ
ば

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
は

発
展

的
に

維
持

さ
れ

る
と

見
込

ま
れ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
チ

ー
ム

は
構

成
L
G

U
に

対
し

、
条

例
で

定
め

ら
れ

た
メ

ン
バ

ー
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メ
カ

ニ
ズ

ム
等

） 
L
G

U
と

し
て

の
責

任
を

誠
実

に
果

た
す

よ
う

要
請

し
て

い
る

が
、

2
0
1
0

年
地

方
選

挙
を

睨
ん

で
関

係
者

間
の

政
治

的
対

立
が

顕
在

化
し

て
お

り
、

分
担

金
の

支
払

い
停

止
や

出
向

職
員

の
引

き
上

げ
の

問
題

が
生

じ
て

い
る

。
ま

た
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

で
は

、
B

B
R

M
C

I
ス

タ
ッ

フ
に

比
べ

、
構

成
L
G

U
職

員
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

巻
き

込
み

が
弱

い
よ

う
に

感
じ

ら
れ

た
が

、
L
G

U

職
員

も
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

能
力

強
化

の
対

象
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
自

立
発

展
性

を
高

め
る

た
め

に
も

構

成
L
G

U
お

よ
び

州
政

府
の

継
続

的
な

支
援

獲
得

が
不

可
欠

で
あ

る
。
 

技
術

面
 

移
転

さ
れ

た
技

術
は

B
B

R
M

C
Iに

定
着

す
る

見
込

み
か

 

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

十
分

か
 

供
与

さ
れ

た
機

材
・
施

設
は

今
後

も

活
用

さ
れ

、
維

持
管

理
さ

れ
る

見
込

み
か

 

組
織

面
、

技
術

面
、

財
政

面
で

の
自

立
発

展
性

は
、

B
B

R
M

C
I
を

構
成

す
る

L
G

U
か

ら
の

支
援

が
継

続
す

る
限

り
、

十
分

見

込
ま

れ
る

。
構

成
L
G

U
に

よ
る

B
B

R
M

C
Iに

対
す

る
支

援
が

継
続

さ
れ

れ
ば

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
は

発
展

的
に

維
持

さ
れ

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
す

る
パ

イ
ロ

ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
他

の
地

域
、

機

関
で

も
普

及
で

き
る

レ
ベ

ル
か

（
技

術
、

コ
ス

ト
）
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

サ
イ

ト
選

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

他
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
の

実
施

可
能

性
が

高
い

内
容

で
あ

る
こ

と
が

条
件

と
な

っ
て

い
る

。
 

選
定

基
準

：
 

1
．

 
長

期
的

な
沿

岸
資

源
の

増
殖

に
資

す
る

、
町

単
位

の
活

動
で

あ
る

こ
と

。
各

町
か

ら
1

つ
の

沿
岸

資
源

管
理

パ
イ

ロ
ッ

ト
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

選
ぶ

。
 

２
．
 

バ
ラ

ン
ガ

イ
・
レ

ベ
ル

の
沿

岸
資

源
管

理
活

動
に

参
加

し
て

い
る

漁
民

世
帯

の
生

計
支

援
に

資
す

る
漁

業
に

関
連

し
た

生
計

向
上

活
動

で
あ

る
こ

と
。

町
ご

と
に

2
つ

の
生

計
向

上
パ

イ
ロ

ッ
ト

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

選
ぶ

。
 

３
．
 

他
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
も

実
施

可
能

性
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

活
動

内
容

で
あ

る
こ

と
。

 

促
進

/
阻

害
要

因
 

自
立

発
展

性
を

促
進

/
阻

害
す

る

要
因

は
何

か
 

政
治

的
環

境
。

構
成

L
G

U
及

び
イ

ロ
イ

ロ
州

政
府

間
の

関
係

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
自

立
発

展
性

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

。

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

で
は

、
関

係
者

間
の

政
治

的
対

立
が

顕
在

化
し

て
お

り
、

分
担

金
の

支
払

い
停

止
や

出
向

職
員

の
引

き

上
げ

の
問

題
が

生
じ

て
い

た
。
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